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自己理解を深めるための 進路指導の工夫 

  指導資料の作成と 活用を通して   

浦添市立港川中学校 上 地 タカ エ 

1  テーマ設定理由 

新学習指導要領では ，進路指導について「社会の 変化に主体的に 対応できる能力の 育成を重視 

すると共に，生徒が 自らの生き方を 考え，将来に 対する目的意識をもって ，主体的に自己の 進路 

を 選択決定し，生涯にわたる 自己実現を図っていくことができるような 能力や態度を 育成するこ 

とが重要であ る」と明示してあ る。 つまり進路指導の 本質は，生徒一人一人の 将来にわたっての 

「生き方」の 指導援助をすることであ る。 

ところが，中学校での 進路指導 ( 進路学習 ) はややもすると 3 年生におも き をおいた進学中心 

の 指導になりがちで ， 1 年生のときから 計画的・系統的・ 組織的な指導が 十分でなかったよ う に 

思われる。 

その問題点を 生徒側から整理すると 

0 適性や能力に 応じた進路選択ではなく ，合格さえすればよいという 考え方があ るのではないか 

C 将来の見通しを 持たず安易な 態度で進路を 考える。 

このような認識での 進路選択が，ややもすると 社会問題になっている 高校中途退学の 一つの 要 

目玉目ともなっているとおもわれるう 

更にこれまでの 実践を振り返ってみると 

0 自己理解を深めさせ る ことが不十分であ る。 

0 進路学習の資料が 充実しておらず ，活用が不十分であ る 

0 学校全体としての 指導体制が不十分であ る 

これらを反省してみると ，諸行事等で 十分指導ができないところがあ り，文教師の 認識不足も 

あ って 1 . 2 年の進路学習がおろそかになりがちであ った。 

  

  

自分の特徴を 知る 

2 年                         自分の適性や 可能性を理解する 

3 年                         進路の選択、 

このように系統的に 資料を作成し ，進路学習することによって ，学年の発達段階に 応じた自己 

理解が深まり ，主体的に自己の 進路を選択することができるだろうと 考え本テーマを 設定した。 
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Ⅱ 進路指導の意義と 性格 

1. 学校教育法の 上から ( 教育の目標 ) 

0  学校教育法 36 条第 2 号 

「社会に必要な 職業についての 基礎的な知識と 技能，勤労を 重んずる態度及び 個性に応じ 

て 将来の進路を 選択する能力を 養 う こと」 

2. 新学習指導要領の 上から 

0  総則 第 6 の 2 の (4l 

「生徒が自らの 生き方を考え 主体的に進路を 選択することができるよ う ，学校の教育活動 

全体を通じ，計画的，組織的な 進路指導を行 う こと」 

3. 進路指導の定義 ( 文部省進路指導の 手引より ) 

進路指導とは・ 「生徒の個人資料，進路情報，啓発的経験及び 相談を通じて ，生徒自ら，将 

来の進路を選択，計画し ，就職または 進学して・ さらにその後の 生活に適応し 進歩する能力 

を 伸張する よう に，教師が組織的，継続的に 指導援助する 過程」を いう 。 

4. 進路指導目標 

人間としての 生き方に関する 指導に配慮しっ っ ，主体的に進路に 進 釈 する能力の育成を 図る 

5. 進路指導の基本的性格 

Ⅲ 進路指導は，生徒白らの 生き方についての 指導・援助であ る。 

一 進路指導とは ，変動する社会の 中で正しく自己を 生かすことができるようにしっかりし 

た人生観・職業観を ，進路との結び 付きの上で自覚させ ，指導・援助する 教育活動であ り， 

その意味において「生き 方」の指導であ り「人生設計」の 指導であ るいえる。 

[2j 進路指導は ， 個々の生徒の 職業的発達を 促進する教育活動であ る。 

一 中学校段階を「進路の 探索と吟味」の 時期と見るならば 生徒の職業的 ( 進路 ) 発達を促 

進 するためには 次のような指導援助が 行われなければならないであ ろう。 

① 個々の生徒の 能力・興味・ 欲求・性格的特性・ 価値観などについての 統合的な理解を 得 

ること 

② 暫定的な進路計画を 立案し，現実的諸条件にてらして 検討・修正すること。 

③ 仕事や勉学などについて ，探索活動を 行い啓発的経験を 深めること 

の 職業や上級学校について ，多くの知識・ 情報を獲得し ，それらを活用すること。 

⑤ 希望の進路を 実現するために 必要な方法や 手順等を理解し ，最前の努力をする 態度を養 

う こと。 

(3) 進路指導は，一人一人の 生徒を大切にしその 可能性を伸張する 教育活動であ る。 

(4) 進路指導は，生徒の 入学当初から 毎 学年，計画的，組織的，系統的に 行われる教育活動で 

あ る。 

@5@ 進路指導は，家庭・ 地域社会・関係諸機関等との 連携，協力が 特に必要とされる 教育活動 

であ る。 
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6, 進路指導の活動内容 ( 学校における 進路指導の機能という 面から ) 

Ⅲ 個人資料に基づいて 生徒理解を深める 活動と，生徒に 正しい自己理解を 得させる活動 

生徒個人に関する 資料を豊富に 収集し，一人一人の 生徒の能 ソ J. 適正等を把握 - して，進路指 

導に役立てると 共 ，生徒にも将来の 進路との関連において 自分自身を正しく 理解させる活動 

であ る。 

(2) 生徒に進路に 関する，情報を 得させる活動 

職業や上級学校に 関する新しい 情報を生徒に 与えて理解させ ，それを各自の 進路選択に活 

用させる活動であ る。 

(3) 生徒に啓発的経験を 得させる活動 

生徒に経験 毛 通して，自己の 能力・適正等を 吟味させたり ，具体的に進路に 関する情報を 

得させる活動であ る。 

(4) 生徒に進路に 関する相談の 機会を与える 活動 

個別あ るいはグループで ，進路に関する 悩みや問題を 教師に相談して 解決を図ったり 望ま 

しい進路の選択や 適応・進歩に 必要な能力や 態度を発達させる 活動であ る。 

㈲ 就職や進学等に 関する指導・ 援助の活動 

就職，進学，家業，家事従事など 生徒の進路選択の 時点における 援助や斡旋などの 活動で 

あ る。 

@6@ 卒業者の追指導に 関する活動 

生徒が卒業後それぞれの 進路先においてよりよく 適応し，進歩，向上していくように 援助 

する活動であ る。 

7. 学級活動における 進路指導の在り 方 

0  生徒一人一人の 生き方や人生設計の 確立への指導・ 援助 

0  生徒一人一人の 職業的発見を 助長するための 指導・援助 

Ⅲ 職業に対する 興味関心を高めていくようにする。 

(2@ 職業についての 知識・理解を 深めるようにする。 

(3) 職業についての 適正を自覚させる。 

(4) 職業観の基礎を 養 う 。 

m  自己理解について 

]  生徒理解と自己理解 

進路指導は，生徒一人一人が ，自分の能力・ 適正・興味・ 関心をはじめ ，性格や環境等を 正 

しく理解し進路に 関する正確な 情報を人手し ，個性に即した 進路を選択し 決定し，自己の 生 

き 方を通して自己実現を 図ることを教師が 組織的・計画的に 指導し援助することであ る。 その 

ためには，教師はまず 第一に生徒を 正しく，温かく 理解し，生徒の 自己理解を援助することが 

進路指導の基本となる。 さらに教師の 温かい生徒理解の 姿勢は，生徒自身が 素直に自分を 見つ 

め，正しい自己理解をすすめ ，自己受容 し ，自己洞察に 至る自己概念の 深化と自己指導・ 自己 

実現に至る過程を 大きく支えることができる。 
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図 1 は，教師の生徒理解と 生徒の自己理解の 関心を観察指導の 視点からまとめたものであ る。 
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自己理解の客観的な 方法として検査，調査が 用いられるが ， 埋 解の内容としては ，能力的な 

側面，人格的な 側面，環境的な 側面があ る。 自己理解およびそれを 援助するための 生徒理解と 

その方法としての 検査・調査の 主なものを一覧したものが 図 2 であ る。 

l 進路の選択・ 決定 l 

イト 

  

 
 

教
師
 A
 

察
 

観
 

生
徒
 

解
 

理
 

巳
 

自
 

「 
●
 環
 

 
 

 
 

性
性
性
 

 
 

●
●
●
 

調
査
 

査
 

検
 

種
 

各
 

l 、 知能検査 ( 個別・集団 ) 
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3. 進路に関する 意識調査 

Ⅲ 生徒の意識調査 

① 自分の学力について 

口 1, ぬ， 。 。 ， 

臣 コ 2, 知らない 

1 年 2 年 

② あ なたはどんな 長所をもち，どんな 職業 @c 適しているかわかっていますか。 

老 老 

"[?j 1, よくわかる 

1 年 2 年 
③ 自分のからだ ( 健康・体力 ) について 

r@@ 2, だいたいわかっている 

口 3, よくわからない 

口 1, 知っている 

蕊コ 2, 知らない 

1 年 2 年 3 年 
  

考察 

学力や自分の 体力については 学年を経るに つ れて自己の理解は 増しているか ，長所や適正 つ 

いては， 3 年になっても 尚 44% の生徒が「よくわからない」と 答えている。 これは，自分の 

長所や適性について 理解しておらず ，今後は自分の 長所を理解させ ，それと職業の 適性との 

関わりを考えさせ ，継統的な指導が 必要であ る。 

① あ なたは将来つきた いと思、 ぅ 職業があ りますか。 

老 彩 

1 年 2 年 3 年 
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⑤
 

進学や就職をする 動機や目的がはっきりしていますか。 

  1, はっきりして 

1 年 2. はっきりして 

5 

⑦ 進路決定の際，最も 目安にするを 次の中から選びなさい 

老
 

 
 

 
 

2 年 

老
 

 
 

年
 
3
 

口 1, 自分の能力適性 

鐘 2, 自分の学歴 
老 
逮 3, 担任や他の教師 

蕊 4, 進学に便利であ 

5, 親や家族の希望 

⑧ 進学を考えはじめたのはい つ ごろですか 

    

1 年 

口 1, 小 1 年 

蕊 2, 小 2 年 

他 日 3,  小 3 年 

膠 図 6. 小 6 年 

曲 7,  中 1 年 

目 8,  中 2 年 

9,  中 3 年 

考察 
①設問で将来つきたりという 職業についての 関心が薄いことや ，⑥の設問で 進学や就職する 

動機や目的がはっきりしていない 生徒が半数もいる。 ⑥の設問についても 自己の希望職業と 
関連づけていないことがわかる。 これは将来の 目的意識が育っでいないためであ り今後の課 
額 であ る。 設問⑧では か 6 ～ 中 1 にかけて進路に 対する興味関心が 高くなっている。 
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@2@ 教師の意識調査 

① あ なたは学級指導の 中で進路学習をどのよ 

うに取り組んでいますか 

  

こ 1, 計画的に実施 
口 2, 何とか実施 
口 3, 殆ど実施していない 

② 学級における 進路指導を何時間実施してい 

ますか 

ニコ 1,  1 ～ 5 時間 

田 @2 。 6 ～ 10 時間 

ロ @3.  10 時間以上 

③ ②の 1 についての理由はなんですか 

1, 行事で省かれる 
2, 資料不足 
3,  その他 
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口 2. 進路計画について 

口 3, 進路情報の提供 
田耳 4, 啓発的経験 
と 5, 進路相談 
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⑤
 

ロ 3, 視聴覚資料 

⑥ 進路相談を主としてどの 時間におこなっ 

ていますか 

コ 1. 放課後 

口 2. 特活 ( 進路 ) 
囲 3, 休憩 

乏 4,  その他 

① 進路相談のために 生徒理解を深める 上で 

もっとも困難と 思われることはなんですか 

口 1, 教師と生徒の 接触 

口 2. 生徒の個人資料の 不備 
ロ 3, 個人資料の活用不足 
尽 @4, 調査が不十分 

曲 5, 教師の協力体制のなさ 

田 6, 生徒理解の方法が 不十分 

考察 

進路学習を何とか 実施しているという 

教師は 79% もいるが，その 指導時数は 1 

～ 5 時間が 52%, 6 ～ 10 時間が 36.4 射 C 

なっており指導要領の 示す時間数に 近づ 

けるよう努力する 必要があ る。 

X, その理由として 学行行事や資料不 

足があ げられている。 
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5  自己理解における 学年別計画 表 ( 進路指導年間計画より 抜粋 ) 

第一学年 

指導目標 自分の将来や 働くことへの 関心を高め，実際に 進路の希望や 計画をもつように 

なるとともに ，自己実現のために 自己理解や自己伸長 @C 努める生徒に 育てる。 

  
  

学 

期 

題材 ( 時間 )i  目 標 指導内容 
性
 

 
 

 
  

 

個
 

と
 

人
 

・人の個性は 十人十色 

であ ることを身近な 

友人を通して ，実感 

させ理解させる。 

・自分を知るための 方 

法や内容を理解させ   

自分の特色をまとめ 

させる。 

自分の特色 

(2) 

・自己理解のための 自 

己分析をして 進路の 

希望や計画について 

考えさせる。 

，自己分析をして ， こ 

れるの努力点を 明ら 

かにし， 自分を成長 

させていくための 目 

安を把握させる。 

指導上の留意展及び 資料 

・自分の個性について 自 

分でもよくわからない 

ものであ る。 発表しる 

うことによって 気づか 

せるようにする。 

・自己分析 表 

第二学年 

指導目標 自分の特色と 進路の情報を 理解しいっそう 明確な進路の 希望や計画をもつよ 

うになると共に ，将来の生き 方を考えながら 自分自身でその 計画を吟味し ，それ 

を 実現しょうとする 生徒に育てる。 

一
 
一
 

期
 

学
 

 
 

 
 題材 ( 時間 ) 

自分の適性 

(1) 

目 標 

・適性の意味を 理解さ 

せると共に・ 適性の 

面から希望の 職業を 

見直させる 

・希望する職業を 自己 

の適性に関連させて 

自分の可能性も 含め 

て 考えさせると 寒 c, 

希望実現のために 努 

力する心を養 う 

  

指 導 内 容 指導上の留意展及び 資料 

・適性の概念を 把握さ ・努力によって 能力や適 

せ ，自分の希望職業 性の伸張が可能なこと 

と 適性との関係，今 を理解させる。 

後の努力点などをま 

とめさせる。 
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期
 

一
 一
 

学
 

 
 

  

 
 

題材 ( 時間 )   
自分の特色と 

進路 

吟
 

の
 

画
 

Ⅲ
 

計
 

路
 

進
味
 

(1) 

目 標   指導内容 
， 今まで立てた 進路計 

画について再検討さ 

せ時には変更，修正 

も必要であ ること理 

解させる。 

・自分の進仕 

現 可能な ; 

し ，機会 ; 

討 ，吟味 - 

育てる。 

喀 計画を実 

汁画 に修正 

あ る事に検 

オる 態度を 

・将来の希望の 確認 

・実現可能な 計画に 

るためには機会あ 

事に検討して い く 

要があ ることをわ 

らせる。 
  

  

事前学習を通して 

進路計画の検討， 

抹 する必要性を 知 

自分の進路計画を 

討修正して，進路 希 

計画をまとめさせ 

指導上の留意点及び 資料 

・進路計画 表 

・自己分析 表 

・先輩の事例 

・各自の進路計画 表 

  

第三学年 

指導目標 自分の特色や 希望する進路の 情報を確かめ ，さらに将来の 生き方を考え ，自分 

にふさわしい 進路の選択をするとともに ，その進路において 自己実現に努めてい 

く 生徒に育てる。 

  題材 ( 時間 )    目 標 指導内容 

  

学 

期 

自分について 

まとめる 

  は ) 

・進路選択にあ たり自 

己理解のために 必要 

な資料まとめ・さら 

に検討を加え ，その 

結果を進路選択に 活 

用させる。 

・進路選択上，自己理 

解についての 重要性 

を考えさせる。 

・自分の特性をしり 自 

分についてまとめ 検 

討する。 

  進路先の選択 

  
  

字 

期 

 
 

 
 

 
 

  

  

・調査結果を 整理し検 

討して発表したり 友 

達の発表を聞いて 自 

己の進路計画を 見直 

し，適切な進路選択 

ができるようにする。 

・調査結果を 聞いて自 

分にふさわしい 進路 

先について考えを 深 

めさせる。 

・進路計画の 検討 

指導上の留意点及び 資料 

・自己分析 表 

・進路情報 

・先輩の進路 
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題材 ( 時間 ) 

  進路計画の最 
  

終 検討 

学 

期 
@ Ⅰ ) 

日 標 ! 指導内容 
  

・自分の進路決定にあ @ , 進路計画の再検討の 

たって自分の 進路 計 重要性を知らせる。 

画の再検討の 重要性。 ・進路計画の 検討と 観 

を理解させ，自分に @  点の確認 
  

 
 路

ぅ
 

進
 
よ
 

い
る
 

し
き
 

わ
で
 

さ
定
 

ふ
 

決
る
 

・相談活動と 自己決定 

指導上の留意点及び 資料 

  路
決
 

進
 

の
 

私
 

「
 

十
 
戸
 

の
 

輩
 
」
 

先
定
 

  
  

  

      

学 

期 
 
 

決
定
 

Ⅰ
Ⅰ
 

(
(
(
(
 

路
 

進
 

・進路決定に 当たって 

進路計画を再検討す 

る 必要があ ることを 

理解させ自分の 希望 

する進路を選定でき 

る能力を養 う 。 

・進路先を決めた 理由 

や いきさっ をまとめ 

る 

・自分が選んだ 進路先 

について問題がない 

か各自検討させ ，決 

定させる。 

・進路決定の 条件 

・先輩のアドバイス 

W  授業実践 例 

学級活動 ( 進路 ) 指導案 

平成 3  年 11 月 22 口 ( 金 )  3 校 時 

溝 川中学校 

2 年 1 組 男 17 名・ 女 21 名 

授 業 者 上 地 タカ エ 

]. 題 材 「適性と進路」 

2. 題材設定の理由 

一人一人の生徒が 自分としての 生き方にふさわしい 進路を選択していくためには ，何よりも 

まず自分についての 理解を深めていかなければならない。 

自己理解は自己についての 知識‥ ほ 報を収集することと 同時に自己を 客観的に正しく 理解し評 

価していこ う とする課程であ る。 つまり， 自分の身体的特徴，能力適性，性格等について 理解 

し 家庭環境をはじめ 保護者や周囲の 期待などにも 気づき，自分とはどのような 人間なのか自 

分は今本当に 何をしたひのか ，将来どのような 生き方をしたひのか ，など常に吟味しより 客観 

的 ・現実的な自己概念を 形成していくことであ る。 

そのためには ，まず適性の 概念を把握させる 必要があ る。 それで本時では 自分をより客観的 

に 理解するための 方法や観点を 学ばせ，それに 基づいて実際に 自分の特色についてまとめさせ ， 

より深い自己理解を 得させるようにし 自分の特・ 色 と進路を関係づけて 考えさせ，それらを 踏 
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まえて，具体的に 自分の進路計画を 吟味させることをねらいとして ，本題材を設定した。 

3. 指導目標 

① 適性の意味を 理解させ，希望の 職業について 考えさせる。 

② 自己理解の必要性を 確認させ，自己理解深化の 方法を把握させる。 

③ 自分の特色と 進路を関係づけて 考えさせ，進路計画を 吟味させる。 

① 強い意志をもって 自己伸張に努める 態度を育成する。 

4. 指導計画 

① 自分の適・性   時間 ( 本時 ) 

② 自分の特色と 進路 1 時間 

③ 進路計図の検討と 吟味   1 時間 

5. 本時 

[1@ 本時のテーマ 自分の適性 

[2@ 学級の実態 

いつも明るい 雰囲気で授業にのぞんで 発表も活発であ る。 うまくいくと 楽しい授業にもな 

るが，ときには 動機づけとして 提供した話題にわるのりして 脱線してしまい ， しまりのな い 

状況になる場合があ る。 

進路に関しては ，感心はあ るがまだ実感としてとえることができないようで 学習活動に活 

気 ．がみられない。 

けじめをつけさせ・ 前向きに授業にとり く ませ，将来に 夢と希望をもたせることが 大きな 

課題であ る。 

(3) 本 時のねらい 

① 適性の意味を 理解させると 共に，適性の 面から希望の 職業を見直させる。 

② 希望する職業を 自己の適性に 関連させて自分の 可能性も含めて 考えさせるとともに ， 希 

堅実現のために 努プ J する心を養 う 。 

(4@ 事前準備と指導 

事前指導 ① 6 班を編成 

②職業群の特色と 必要と思われる 適性について ， 「中学生活と 進路」 

(P, 41 ～ P, 45) を参考にして 調べさせてお @ 

一 98 一 



@5) 本 時の展開 

開
目
 

の
 

展
 

活
 

動
 

 
 

 
 

段
階
 

  

学習内容 

「適性」の意味を 

考えよう。 

友達の希望職業と 

適性。 

自分の可能性を 含 

めて適性を考えよ 

  

学 習 

教師の働きかけ 

， 「中学生活と 進 

路」 P67 の「適 

性の意味を考え 

よう」を読ませ 

適性の意味を 考 

えさせまとめさ 

せる。 

・ B さんが保母を 

希望している 動 

機や目的にっ ぃ 

て 考えさせ発表 

させる 

・友達の希望職業 

と適性について 

話し合わせる。 

・ 「中学生活と 進 

路」 P6g ～ P70 

「自分の可能性 

も含めて適性を 

考えよう」を 読 

ませ感想を発表 

させる。 

「可能性もふく 

めて適性」とは 

どういうことか 

考えさせる。 

活 動 

生徒の活動 

  進
 

適
者
 
の
 

 
 

生
 

を
何
め
さ
 

学
的
は
と
 表
 

中
 
p
 

と
ま
発
 

「
 

路
性
 
え
を
 

  

 
 

で
 
に
う
 
朗
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 で

る
 る
 

プ
め
す
 

一
 と
表
 

る
 。
 

か
 
ま
 
発
 

せ
 

グ
ぃ
 
が
 

点
 

意
 

留
 

の
 

助
 

導
援
 

ヒ
日
 

士
 
Ⅰ
 

・職業との関連性 

をおさえる。 

  B きんが保母に 

希望している 動 

機や目的に共感 

させる。 又 職業 

選択に際しては   

その職業が必要 

とする適性を 知 

ることの大切な 

ことを理解させ 

る。 

上記の例を参考 

に簡単でもなる 

べく全員につい 

て話し合うよう 

にさせる。 

・努力によって 能 

力や適性の伸張 

が可能なこと ， 

未発見，未開発 

の部分があ るこ 
  

とを理解させる。 

  希望実現を目指 

して努力を重ね 

ることの大切さ 

を強調する。 

資 料 

「中学生 

活 と進路 

(P67) 

資料 A 

「中学生 

活 と進路 

(P67 ～ 

P69) 

資料 B 

「中学生 

活 と進路 

(P69 ～ 

P70) 

資料 A 

自己評価 
Ⅰ 
一 下 
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段 

学習内容 
階 

適性についてまと 

  

  

学 習 活 動 I 指導 

教師の働きかけ       生徒の活動   援助の留意点 

本 時の学習内容と ・自分の希望職業 ・正しい自己理解 

プリントの課題に と適性との関係， に基づく進路の 

ついてまとめさせ 今後の努力点な 変更や修正の 必 

る 。 どをまとめる。 要 なことを知ら 

せる。 

料
 

C
 

A
 

資
裂
酬
 

(6) 評価の観点 

① 希望の職業の 適性について ，適性の面から 考えることができる。 

の 希望の職業の 適性について ，自分の可能性もふくめて 考え，自己伸張に 努めようとする 

態度が養われたか。 

(7@ 事後指導 

  適性について 生徒の自己評価票を 参考に理解が 不十分な生徒には 指導していく。 

次 時にむけて自己分析 表 をかかせてお { 

6. 資料 

資料 A 記録ノート 

「適性」の意味をまとめてみよう。 

B さんの希望   B さんの希望 忙 ついてみんなの 感想、 

  

「可能性もふくめての 適性」どういうことか ，書いてみよう。 

適性について 分かったことや 感じたことを 書いてみよう。 
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資料 B 

グループの希望職業をあ げ，必要とされる 適性をまとめてみよう。 
  

氏 老 職 業 名 必 要 と さ れ る 適 性 

  

2   
3 

    
4 

Ⅰ -   Ⅰ       

資料 C 

 
 

名
 

氏
 

組
 

 
 

 
 

評
 

己
 

自
 

 
 

評 価 項 目 評 価 

学習内容がわかりましたか わからない ぷ 、 つっ ， よくわかった 
  2 3 

授業に集中できましたか できなかった メ ) つっ ・ よくできた 
  2 3 

授業に進んで 参加しましたか しなかった よ 、 つっ ・ よくできた 
  2 3 

適性についてわかりましたか わからない ぶ 、 つっ ， よくわかった 
  2 3 

適性と職業の 関係について 自 できなかった ぶ 、 つっ ・ よくできた 
分 なりにまとめることができ 
ましたか   2 3 

授業の感想を 書いて下さい 
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7. 授業を終えて 

Ⅲ 生徒の評価 

・評価の項目 

  評 価 項 目 l  1  1 2 1 3  1 

学習内容がわかりました。 くわかっ ナ   

授業に集中できましたか くできた   

授業に進んで 参加しましたか   くできた 

    (0・ (57%) (43%) 

適性についてわかりましたか からない 普通 くわかっ ナ 

(5%0)  (40%)  (55%) 

適性と職業についてまとめることができま 。 きなかった普通 くできた 

したか (5@96)@ (57%)@ (38%) 

，授業の感想 

  
  

l は a モ   ・適性もい ウ 古史 0 も・ 0 茉 2.q4  Ⅱ く 申しくは、 しドな弗 たけ ヒ 。 ・ こ抵 

Ⅱ 億蒐て   、 4 杣く小ヶ，た 。 ，将た いこヒ塞 、 安 九百ビフ い て、 大切な 、 5j 吏コ 

ヒヒ も， 捷 。 

k,7( よか， 作 。 Ⅰ 吉旺 采り 無はい， け   Ⅱ 月 L 佃人件ちっ 漱毛 d ‥ⅡⅤ 伸 Ⅱ   

士，， Ⅰ 外 ク l ⅠⅠ @ 一 つ Ⅰ ，ヒ ・んヴ 一 タ 。 イ 一 二Ⅰ l, 

  』 一 
Ⅰ 屯 ・ ら 

  
  
::,; 蘇弗糊 ，㍍ ，， ; 鷹， ;.;: ポ   

几
も
，
 

ょ
士
 

お
 

 
 

@
 つ
 

十
 

Ⅰ
 
か
 

 
 

 
 

 
  

 

・
 れ
 

 
 

乃
碇
 

0
 

 
  

 Ⅰ
・
Ⅰ
 

し
 

れ
ァ
 

-
 

が
自
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ⅰ
 
も
 て

 

七
 
%
 

@
   

  

  
迫 7. 七、 >@@   金光 た ㍉ A, て ス ト、               萌め 戸 叩吐 ・ : つ "7 うて病苦 -1, 叶え、 デガ ( かった -   
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(2) 授業者の反省 

・ 本 時の題材に入る 前に前時の学習内容を 補う必要があ り，全体として 授業内容が過密にな 

っ、 た -. 。 

・生徒の学習活動については ，生徒はよく 動いてくれたように 居 、 う 。 

・グループで 活動させるときの 活動の指示をはっきりさせる 必要があ った。 

・ 前 時の授業を補 う ため， OHP を使用したが ，教科書で確認し 補ってもよかった。 

13) 授業反省会 

・内容が多かった。 

・グループの 話合いの観点をはっきりさせる 必要があ る。 

・資料の工夫がなされていてよかった。 

・生徒は生き 生きと授業に 参加していた。 

・ OHP にもっと工夫をしたほうがよい。 

・記録ノートのポイントをマニアルをもとに 書かせると生徒が 記入しやすくなる。 

V  研究の成果と 今後の課題 

], 研究の成果 

「自己理解を 深める進路指導の 工夫」をテーマ 四ケ 月間取り組み ，生徒の意識調査をもとに ， 

資料を作成し 授業実践をしてきた。 そこで成果と 今後の課題として 次のことがあ げられる。 

Ⅲ 進路に関する 意識調査をすることにより ，生徒・教師の 実態を把握することができた。 

(2) 進路指導年間計画を 作成することができた。 

@3) 進路に関する 多くの文献に 接し， 又 ，県外研修にも 参加することができた。 

(4) 自己理解 fC 関する資料を 作成することができ ，その資料を 基に検証授業ができた。 

㈲ 適性の意味を 理解させ，希望賊巣について 考えさせることができた。 

㈹ 自分の特色と 進路を関連づけて 考えさせることにより ，生徒に将来の 職業 fc 対する興味 や 

関心をもたせることができた。 
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2. 今後の課題 

Ⅲ 進路学習を年間指導計画のもとに ，学級の実態に 応じて計画的に 授業実践ができるよ う に 

する。 

㈲ 各学年の題材にそった 指導案の作成と 資料の活用について。 

㈲ 生徒の自主的・ 実践的な態度を 育てるための 授業形態の工夫。 

(4) 学級活動の内容Ⅲ， (2) .@3l を関連づけ，効果的に 指導するにはど う すればよ いか 工夫する。 

(5) 進路相談の計画と 実施 

(6@ 進路相談室の 充実と活用 

(7) 進路指導に関する 校内研修の実施と 協力体制の確立 

3. おわりに 

この度の研修で ，進路指導に 関する認識を 新たにし，多くの 文献に接することができた。 ス， 

諸々の研修に 参加できたことは 大変有意義でした。 

私は，この研修で 得た多くの成果をこれらの 教育実践にいかすよ う 鋭意努力するつもりです。 又 研修 

を通して浮き 彫りにされた 学校のおける 進路指導上の 間 題 点の解決にあ たっては，校内研修な 

どを通して，より 確かな方向性を 求めて着実に 進めて い きた いと 思います。 

最後に，研修の 機会を与えて 下さった 保 久村教育長，直接指導いただいた 新垣和子先生， 市 

教育委員会の 主事，県立教育センタ 一の主事，温かく 励まして下さった 福山所長，研修がスム 

一ズ にできるように 気配りをして 下さった研究所の 方々 ， 共に協力しあ った研究員の 皆さんに 

深く感謝中し 上げます。 

参考文献・資料 

中学校指導書 特別活動 編 文部省 

進路指導の手引 中学校学級担任編 文部省 

荒 囲 昭 雄 監修 新しい学級活動の 指導事例 実業の日本社 

宗 像 憲 治 編 

谷 俊 隆 明 著 自己理解に基づく 進路指導 文教書院 

教職研修総合特集 進路指導読本 教育開発研究所 

1, 新しい学級活動の 指導事例 学級活動担任編 明治図書 

高嶺中学校 学級活動 ( 進路 ) 指導案 

県立センター 短期研修資料 

一 105  一 


